
途上人と北辰魂 

26 期 梅谷 武 

人が生まれて死に至る迄いろいろな人生の旅路がある。歳が一年

たつ毎に成長、また、だんだんと身体も衰えてくる私達、今を生き

るものは、このわずかな一生を無駄に過ごしてはならない。この一

瞬一瞬を大切に生き有意義な人生を歩まねばならない。明日にしよ

う、明日にしようと思っていたら、何事も出来ない。そして心を磨

き、北辰魂、北極星を自分に重ね、ここ北半球の、まさにこの地に

自分が立つと言う気持ちで一年一年人生の旅路の階段を一歩一歩

上がるがごとく、あの人の姿を見るだけで、輝いているなーと思わ

れるように過ごしていく。これが正に途上人の真髄と思います。 

私市、くろんど園地、八ツ橋のミズバショウ 

４月５日、日曜日、自然観察のメンバーで私市のくろんど池へ、カタクリ、ミズバショウ、ショウジ

ョウバカマ等を見に行った。天気も良く、綺麗な花々に出会い感動した。是非とも絵を描いてみたいと

思い、４月１０日金曜日に車で行き、くろんど池近くの駐車場に車を止め、約４０分程歩いて八ツ橋の

群生しているミズバショウを椅子に座り、肌寒い風が強く吹く中、震えながらなんとか描くことが出来

ました。 

 

 

日下の原始ハス 

今日は天気も良く、ハスの花の咲き具合は

と思い、約１６００年前の五世紀頃から咲

き誇っていたとされています、この花々、

葉っぱをスケッチをし細かい所まで観察

をして描いてみました。 

 

カタクリ ミズバショウ 

ハスの花 


